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・わたしたち南魚沼市民は、人間を大切にします。
・わたしたち南魚沼市民は、自然を大切にします。
・わたしたち南魚沼市民は、ものづくりを大切にします。
� （平成19年4月1日�制定）

南魚沼市民憲章 � 人口�62,061人（先月比−264）
� 男�30,343人（先月比−110）
� 女�31,718人（先月比−154）
� 世帯数�18,808（前年比− 51）
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　わたしたちの地域では、行政区単位や旧町村単位での独自な活動が培わ
れてきました。行政に対する要望活動や、地域独自の祭礼、イベント、交
通安全、地域防災、環境浄化等の取り組みを行うなど、「ミニ自治体」とし
ての機能を果たしてきました。
　市はこうしたことを踏まえ、今後は地域と行政が車の両輪となって、効
率的できめ細やかな行政運営を推進する方向を第一次総合計画に掲げてい
ます。
　「地域コミュニティ活性化事業」を実施して住民の自治意識の高揚を図り、
将来的には「実行する地域コミュニティ」づくりを目指していきます。
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事業の趣旨

■問合せ　大和市民センター�☎777−3111� 塩沢市民センター�☎782−0250
　　　　　市民課市民生活係�☎773−6661

■全体のイメージ

⑴　基礎予算（1地区130万円）
　道路の穴の修繕や消雪パイプの
ノズル修繕など、軽微な修繕が対
象です。道路改良工事など入札を
するような大きい工事は含みませ
ん。「基礎予算」は、今まで市で行っ
ていた修繕工事の一部を地区へ移
譲するものです。

⑵　提案予算（1地区70万円）
　地域としての特性を生かし、地
域活性化のため独自に計画する事
業です。地域活性化のイベントや
環境美化事業などが対象となりま
す。
＊�地域の実情により、提案予算の
一部を基礎予算に振り向けるこ
とが可能です。

■予算の確保

　地区で自主的に執行できる予算として、基礎予算・提案予算を配当します。

■事業実施の単位

　旧3町を構成していた旧町村区域（地区）を1単位とします。
　平成19年度は3地域毎に1地区で試験的に実施し、平成20年度は全12
地区で実施していく予定です。

市から地域に一定程度の予算と権限を移譲

自主性を尊重した事業実施

地域でできること、したいことを地域で実施することが可能

住民の自治意識を高める

自らのまちを自らつくる『実行する地域コミュニティ』

�市報みなみ魚沼
平成20年5月1日発行



平成19年度に3地区が取り組んだ提案事業についてご紹介します

事　業　名 実施時期 内　　　　　容

〔塩沢地区〕

1．�しおざわ夏祭り
ぐるっと循環バ
ス運行事業

7月14・
� 15日

・�塩沢祭りを多くの方から楽しんでいただくために塩沢地区内3ルートを
バスで循環運行しました。
・�乗客に協力金を頂き、それを祭り会場ごみ処理費用や仮設トイレ設置費
に充当しました。

2．�自主防災・防犯
ネットワーク事
業

一部、市
の総合防
災訓練日

・�自主防災組織の活動の充実を図るため、救急講習会等の勉強会を行いま
した。
・�自主防災組織間のネットワークの構築を行いました。（緊急防災連絡網
の整備、塩沢小学校の携帯電話情報伝達システムへの情報の提供など）
・��共通ヘルメットや腕章、救急箱等を各区に配備しました。

3．�伝統音楽コラボ
レーション（共
同制作）音楽祭
開催事業

合同敬老
会開催日

・�祇園囃子、城山太鼓、樽山太鼓を一堂
に会し発表しました。
・�トントン音頭、樺沢音頭の踊りを披露
しました。
・�発表のための事前指導、練習、意見交
換会を行いました。

〔大巻地区〕

1．�大巻地区を菜の
花で飾る

6月〜
� 9月

・�現在、五日町・欠之下地区で押堀川の土手に菜の花を植えています。こ
の花を大巻地区の河川にいっぱいにしていく計画です。
・�初年度は種取り、種を蒔く場所の整備と種蒔きを行いました。

2．�アドベンチャー
ワールド

9月
・��地区の子どもたちとのふれあいを深め、アドベンチャーゲームを通して
楽しみを共有し、希薄になりかけているコミュニティについて考える機
会を提供しました。

3．�子ども達にメリー
クリスマス！

12月

・�地区商工会青年部有志がサンタクロー
スに変装し、地域保育園・学童保育等
を巡回し、ささやかなプレゼントを渡
しました。

4．�雪中ろうそくま
つり

3月 ・�地域の春待ち行事として立ち上げ、魚沼丘陵駅周辺をキャンドルで飾�
って、幻想的な雪国の夜景を作り、地域住民の交流を図りました。

〔大崎地区〕

1．�集落内の安全お
よび環境対策

随時

・�地域内の交通安全対策として一時停止
等看板の取付け、ガードパイプの修理・
取替えを行いました。
・�環境対策として「ゴミの投げ捨て禁�
止」看板を取付けました。

2．�大崎ダム公園等
花いっぱい事業

7月〜
� 9月

・�大崎ダム湖周辺の花いっぱい運動を展開し、地区内の各集落センターや
ダム公園にプランターを置き、花で飾りました。

3．�国際交流の輪を
広めよう

2月

・��国際大学の学生と大崎小学校児童の交
流を支援しました。
・�各国のお国自慢、生活、教育、食生活
について、留学生とのふれあいを通し
て学びました。

各地区で地域づくり協議会を設立し、事業の実施に向けて取り組んでいただいています。

� 市報みなみ魚沼
平成20年5月1日発行



税務課からのお知らせ…☎773−6668・773−6669

平成20年度　納期限一覧表（納税通知書が届いたら、納期限までにお納めください）
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市税納付のお知らせ
～ 5月から、平成20年度の納付が始まります～

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
市 ・ 県 民 税 1期 2期 3期 4期
固 定 資 産 税
都 市 計 画 税 1期 2期 3期 4期

軽 自 動 車 税 全期
国民健康保険税 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期 10期
納 期 限 6/2 6/30 7/31 9/1 9/30 10/31 12/1 1/5 2/2 3/2 3/31
口 座 振 替 日 5/28 6/30 7/28 8/28 9/29 10/2811/2812/25 1/28 3/2 3/30

■問合せ　税務課　収税班　☎773−6669

口座振替（口座からの自動引き落とし）が便利です

休日納税窓口を開設します

■日　時　　5月31日㈯・6月1日㈰　8：30 ～ 17：00
　　　　　　6月28日㈯・29日㈰　8：30 ～ 17：00
■場　所　本庁舎1階　税務課　収税班（窓口）

■手続き
　�　市内の金融機関や郵便局で手続きができます。預（貯）金通帳、届出印、納税通知書をお持ちにな
り、口座振替依頼書に必要事項を記入して、金融機関や郵便局の窓口に提出してください。

■開始日
　�　口座振替依頼書の提出後、約1か月後の納期分から振替（引き落とし）が始まります。
■終了と変更
　・�金融機関では、一定期間口座からの引き落としがなかった場合、口座振替を終了することがありま
す。詳しくは各金融機関にお問い合せください。

　・�固定資産税を口座振替する場合、不動産の共有者や持分の変更、または納税義務者が変更になった
場合は、新しい口座振替依頼書の提出が必要です。
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　地域の皆さんへ児童委員（主任児童委員）からお願いします。子どもたちを児童虐待から守りましょう。
多くの子どもたちが児童虐待によって傷つき、成長・発達が妨げられ、著しい場合は尊い命さえ奪われて
います。虐待はきわめて重大な人権侵害です。あなたの近くに虐待を受けていると思われる子どもはいま
せんか。「おかしい」「何か変だ」と気づかれたら、どんなささいなことでも私
たちにお知らせください。プライバシーは必ず守ります。
　市と児童委員は、児童相談所などと協力して、児童虐待の予防や対応を行っ
ています。子どもたちのSOS（状況や様子の変化）に気づいてください。
　児童虐待をなくすために、地域の方々のご協力をお願いします。
　※全ての「民生委員」は「児童委員」を兼ねています。

　たったひとりで、誰にも看取られずに亡くなり、そのまま気づかれずに何日間も
放置される…。こんな事例が発生しています。
　痛ましい「孤立死」の発生を未然に防ぐために必要なのが、多くの人の目による
日常的な「見守り」です。

もし、「いつもと様子が違う」「心配なことが起きているようだ」ということに気付いたり、
何か心配事を見つけたりした場合は福祉課や地区担当の民生委員にお知らせください。

地域社会から児童虐待をなくしましょう！

☎777−3112…福祉課からのお知らせ

「民生委員・児童委員の日」
全国民生委員児童委員連合会では、民生委員制度90周年活動強化方策として

「広げよう地域に根ざした思いやり」をキャッチフレーズに市町村や民生委員
児童委員協議会と協力し運動を展開します。

活動強化週間
5月12日〜18日

1

高齢者の『孤立死』を防止しましょう！
　～誰もが安心して暮せる地域づくりは「地域のちから」で～

2

● 高齢者の見守りに力を貸してください ●

「見守りが必要な人」
ってどんな人？

●ひとり暮らしの高齢者
●高齢のご夫婦のみで暮しておられる方
●ひとり暮らしではないが、同居のご家族が病気がちであるなど

どんな事をすれば
いいの？

みんなができる！
●日々の『あいさつ』で声をかけ合いましょう
●あいさつで地域のつながりが深まれば、災害時など、いざという時にも安心です！

ご近所ならでは！ 普段と違うことがないか気配りを！

「もしかして」の
サインは

●最近、姿を見かけない
●洗濯物が取り込まれない
●新聞や郵便物がたまっている
●暗くなっても電気がつかない、または、ずっとつけっぱなし

■問合せ　福祉課　高齢福祉係（大和庁舎） 　☎777−3112
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■芸術･文化振興事業

予 算 枠 50万円

対 象 事 業 　地域で保存が必要な伝統芸能を引き継ぐための後継者育成事業や、伝統芸能を通じ
た世代間交流を推進する事業を支援します。

補 助 額 　事業費から収入等を差し引いた額を補助対象事業費とし、予算の範囲内で補助しま
す。ただし、上限額は補助対象事業費の3分の2以内です。

■ふるさとコミュニティ支援事業

予 算 枠 150万円

対 象 事 業
　個人または団体が行う、快適でうるおいのある地域を創りあげるためのコミュニ
ティ活動を支援します。

補 助 額
　事業費から収入等を差し引いた額を補助対象事業費とし、予算の範囲内で補助しま
す。ただし、補助額の上限は10万円です。

■地域創生支援事業

予 算 枠 200万円

対 象 事 業
　地域の自然や伝統等の資源を活かし、活気にあふれ、うるおいのある地域を創生す
るために、旧町単位に予算枠を設けています。地域の活性化を図るイベントやまちづ
くり団体を支援します。

補 助 額
　事業費から収入等を差し引いた額を補助対象事業費とし、予算の範囲内で補助しま
す。ただし、補助対象費の3分の2以内とし補助額の上限は50万円です。

■その他協議会で取り組む事業のご案内
●幼児児童健全育成事業　管内小学校での絵本の読み聞かせ事業に取り組みます。
●魚沼ビジネス交流事業　管内企業の取引拡大を支援する交流会を支援します。
●広域交流ミーティングパーティ事業　未婚男女に出会いの場を提供します。
●日本語支援事業　管内の外国人在住者に日本語教室や料理教室を開催します。
●国際観光推進事業　国際観光を推進する事業を支援します。

★助成対象　　住所または勤務先が市内か湯沢町にある方
★申請期限　　　5月23日㈮
★申 請 先　　南魚沼地域広域計画協議会（事務局：南魚沼市役所　企画政策課　☎773−6672）
　　　　　　　申請書は企画政策課（本庁舎）・各市民センターでお渡しします。
　　　　　　　＊申請書は、市の公式サイトからもダウンロードできます。
� トップページ�〉くらし�〉行政区/コミュニティ�〉地域活性化を支援する補助事業�〉南魚沼ふるさと基金事業

企画政策課からのお知らせ…☎773−6672

南魚沼地域
　南魚沼地域広域計画協議会（南魚沼市と湯沢町で組織）が実施する「ふるさと基金事業」について
お知らせします。
　豊かな自然と生活環境を守り、快適でうるおいのある広域圏を創りあげるため、地域住民やコミュ
ニティ団体等の活動で「活気あふれ、うるおいのあるまちづくり」を目指す、次の取り組みを支援し
ます。
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☎773−6661…市民課からのお知らせ

　平成20年度、人間ドック助成の追加募集を行います。助成を希望される方は、裏面の「助成申請書」に
必要事項を記入して、5月30日㈮までにお申し込みください。日程等は、お申し込みいただいた検診機関
との調整がつきしだい通知します。不明の点は国保年金係（☎773−6661）にお問い合わせください。

【注意：「人間ドック」と「市の健診」は重複して受けることはできません】

1．助成を受けることができる人は、以下の要件を全部満たす人です
　①　申請時および受診時に�南魚沼市国保の資格がある方
　②　昭和14年4月2日～昭和48年4月1日生まれの方
　③　国民健康保険税の滞納のない世帯の方
　④　�検診結果で保健指導が必要と判断された場合に、保健指導を受ける

ことに同意できる方
　⑤　現在、生活習慣病により医療機関で定期的に治療を受けていない方

2．検診機関（下記の4つの機関からお選びください）
　★城内病院（婦人科検診なし）
　★ゆきぐに大和病院（健友館）
　　※�ゆきぐに大和病院の胃の検査は、レントゲン（バリウム）検査が標準です。胃手術の過去歴のある方

や胃疾患の既往症のある方、医師に内視鏡検査を勧められている方
などのみ内視鏡（胃カメラ）検査をご希望ください。

　★労働衛生医学協会小出検診センター　【内視鏡（胃カメラ）なし】
　★湯沢町保健医療センター　

3．人間ドック実施期間　　平成20年8月～平成21年2月

4．申請書の提出先
　市民課　国保年金係（本庁舎）／大和市民センター（大和庁舎）／塩沢市民センター（塩沢庁舎）
　六日町地域（城内・大巻・五十沢地区）の各開発センター

5．料金一覧（消費税込み）�� ※（　）内は「胃の内視鏡検査（胃カメラ）」を追加した場合の金額です

受診医療機関名 ドック費用額 国保の助成額 差引個人負担額

城内病院（婦人科検診なし）
☎775−2009

31,500円
（35,700円）

25,000円

6,500円
（10,700円）

ゆきぐに大和病院（健友館）
☎777−4477

37,800円
（41,800円）

12,800円
（16,800円）

小出検診センター
☎025−792−3365

37,800円
（内視鏡なし） 12,800円

湯沢町保健医療センター
☎780−6543

37,800円
（40,800円）

12,800円
（15,800円）

■問合せ　・申 込 み　→　市民課　国保年金係　☎773−6661（内108・109）
　　　　　・検査内容　→　各検診機関

【来年度のお知らせ】新しい健診・保健指導が始まるため、来年度から募集内容は変更する予定です。

国民健康保険
加入者の皆さまへ 人間ドック助成追加募集

●
各
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
掲
示
板
＆
伝
言
板

●
ま
な
び
の
ひ
ろ
ば

●
健
康
ひ
ろ
ば
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市民課からのお知らせ…☎773−6661

国民健康保険
加 入 者 専 用

※希望箇所の□に✓点でチェックを入れてください 保険証記号番号 南魚沼

1

助成希望者氏名 生年月日 年齢 性別 受診希望月

昭和　　年　　月　　日 男・女 平成　　年　　月
上旬・中旬・下旬

受診希望機関 送迎希望 送迎乗車場所

□小出検診センター □希望あり�□希望なし □本庁舎��□塩沢庁舎
□ゆきぐに大和病院 □希望あり�□希望なし □本庁舎��□塩沢庁舎��□大巻開発センター
□城内病院 ※人間ドック用の送迎は行っていません

□湯沢町保健医療センター ※人間ドック用の送迎は行っていません
　　　　　　　□レントゲン（バリウム）
・胃の検査は　□内視鏡（胃カメラ）� を希望します
　　　　　　　□大和方式の内視鏡（大和病院のみ：翌日朝まで車両等の運転ができません）

南魚沼市国民健康保険 人間ドック助成申請書

2

助成希望者氏名 生年月日 年齢 性別 受診希望月

昭和　　年　　月　　日 男・女 平成　　年　　月
上旬・中旬・下旬

受診希望機関 送迎希望 送迎乗車場所

□小出検診センター □希望あり�□希望なし □本庁舎��□塩沢庁舎
□ゆきぐに大和病院 □希望あり�□希望なし □本庁舎��□塩沢庁舎��□大巻開発センター
□城内病院 ※人間ドック用の送迎は行っていません

□湯沢町保健医療センター ※人間ドック用の送迎は行っていません
　　　　　　　□レントゲン（バリウム）
・胃の検査は　□内視鏡（胃カメラ）� を希望します
　　　　　　　□大和方式の内視鏡（大和病院のみ：翌日朝まで車両等の運転ができません）

3

助成希望者氏名 生年月日 年齢 性別 受診希望月

昭和　　年　　月　　日 男・女 平成　　年　　月
上旬・中旬・下旬

受診希望機関 送迎希望 送迎乗車場所

□小出検診センター □希望あり�□希望なし □本庁舎��□塩沢庁舎
□ゆきぐに大和病院 □希望あり�□希望なし □本庁舎��□塩沢庁舎��□大巻開発センター
□城内病院 ※人間ドック用の送迎は行っていません

□湯沢町保健医療センター ※人間ドック用の送迎は行っていません
　　　　　　　□レントゲン（バリウム）
・胃の検査は　□内視鏡（胃カメラ）� を希望します
　　　　　　　□大和方式の内視鏡（大和病院のみ：翌日朝まで車両等の運転ができません）

南魚沼市長　あて
　人間ドックの助成を上記のとおり申請します。また、検査結果を市が行う保健活動のため保健師が
閲覧することおよび必要な場合は保健指導を受けることに同意します。
　平成　　　年　　　月　　　日� 〒949−　　　　　南魚沼市　　　　　　　　　　　　番地
� 世帯主名　　　　　　　　　　　　　㊞
� 電話番号　　　　　─　　　　　　　　
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市
行
政
に
関
す
る
ご
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
市
民
参
加
に
よ

る
開
か
れ
た
市
政
の
実
現
を
目
指
し

て
、
市
の
職
員
が
集
会
等
に
直
接
出
向

い
て
、
講
座
メ
ニ
ュ
ー
一
覧
に
掲
げ
た

施
策
や
事
業
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
説

明
す
る
制
度
で
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

※�

市
民
ふ
れ
あ
い
講
座
は
要
望
や
苦
情
、

交
渉
等
を
行
う
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ご
理
解
願
い
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
集
会

　

�　

お
お
む
ね
10
人
以
上
の
市
民
（
市
内

に
在
住
・
在
勤
・
在
学
さ
れ
て
い
る
方
）

が
参
加
し
て
、
市
内
で
開
催
さ
れ
る
集

会
等
に
、
市
職
員
が
伺
い
ま
す
。

■
会
場
の
手
配

　

�　

集
会
等
の
開
催
・
運
営
は
申
込
者
で

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
実
施
す
る
日
時

　

�　

原
則
と
し
て
ご
希
望
に
合
わ
せ
ま

す
。
時
間
は
、
午
前
9
時
か
ら
午
後
9

時
ま
で
と
し
、
1
講
座
の
所
要
時
間
は

90
分
以
内
で
す
。

■
講
座
メ
ニ
ュ
ー

　

�　

下
記
の
講
座
メ
ニ
ュ
ー
一
覧
表
か
ら

お
選
び
く
だ
さ
い
。
こ
れ
以
外
に
つ
い

て
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ご
希
望
に
沿

え
る
か
担
当
課
で
検
討
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

■
費
用

　

�　

市
職
員
の
派
遣
費
用
、
資
料
代
は
い

り
ま
せ
ん
。
集
会
等
の
開
催
・
運
営
経

費
や
有
料
の
資
料
を
指
定
さ
れ
た
場
合

の
経
費
は
、
申
込
者
の
負
担
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

■
申
込
み
の
方
法

　

�　

集
会
等
開
催
日
の
14
日
前
ま
で
に
、

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
載
し
て
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　

※�
都
合
に
よ
り
ご
希
望
に
沿
え
ず
変
更

を
お
願
い
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

事
前
に
ご
相
談
願
い
ま
す
。

▼ 

郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
も
申
し

込
み
可
能
で
す
。

　

�　

後
日
、
決
定
に
つ
い
て
の
通
知
書
を

送
付
し
ま
す
。

■
申
込
み
・
問
合
せ

　

企
画
政
策
課　

広
報
広
聴
係

�

☎
7
7
3

│

6
6
7
2

�

7
7
2

│

3
0
5
5

�kouhou@
city.m

inam
iuonum

a.
lg.jp

サ
ー
ク
ル
活
動
・
地
域
づ
く
り
・

企
業
内
研
修
・
学
校
で
の
総
合
学
習

な
ど
に
、
み
な
さ
ま
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

い
つ
で
も

ど
こ
で
も市

民
ふ
れ
あ
い
講
座

市
民
ふ
れ
あ
い
講
座

番号 講　座　メ　ニ　ュ　ー 担当課
1 知っておきたい年金の話　公的年金制度のあらまし 市 民 課
� 新しい高齢者医療制度の話　高齢者医療制度はどうなる 市 民 課

� 介護保険のしくみとその利用
� 介護保険のしくみ・利用方法・介護保険サービス事業所 福 祉 課

� 介護予防でいきいき生活　介護予防のポイント 福 祉 課
� 認知症に強い脳を作ろう!　認知症を正しく理解しよう 福 祉 課
� 筋力づくり教室　生涯自分の足で歩こう 保 健 課
� 血圧について　健康に活かす血圧の知識と正しい測り方 保 健 課

� 認知症予防教室　
� 毎日のちょっとした工夫で脳を元気にしましょう 保 健 課

9 乳がん自己検診法　自己検診の仕方と市のがん検診の説明 保 健 課
10 固定資産税　新築すると税金はどのくらい？ 税 務 課
11 市民税のしくみ　確定申告はむずかしくない 税 務 課
1� 農業所得　農業所得収支内訳書の書き方 税 務 課
1� 消費生活相談1　多重債務に陥らないために 商工観光課
1� 消費生活相談�　悪徳商法の被害に遭わないために 商工観光課

1� 市の予算と財政状況
� 今年度の一般会計・特別会計の予算内容と財政状況 財 政 課

★申請書は市の公式サイトからダウンロードできます。
　トップページ�〉申請書ダウンロード�〉�市民ふれあい講座申込書

講座メニュー一覧表

☎773−6672…企画政策課からのお知らせ
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下
水
道
や
合
併
浄
化
槽
へ
の

排
水
設
備
の
接
続
を
行
う
方

に
、
工
事
資
金
の
融
資
を
行
っ

て
い
ま
す
。（
農
業
集
落
排
水

地
区
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
）

●
貸
付
限
度
額　

1
0
0
万
円

●
貸
付
利
率　

年
利
2.5
％

　
（�

金
利
情
勢
に
よ
り
前
年
度

か
ら
0.5
％
ア
ッ
プ
し
ま
し

た
）

●
返
済
期
間　

48
か
月
以
内

●
保
証
人

　

�　

取
扱
金
融
機
関
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
る

●
償
還
方
法

　
　

元
利
均
等
月
賦
償
還

★�

供
用
開
始
か
ら
、
3
年
以
内

に
こ
の
融
資
制
度
を
利
用
さ

れ
た
方
（
下
水
道
地
区
の
方

の
み
）
に
利
子
補
給
金
を
交

付
し
ま
す
。

■
問
合
せ

　

下
水
道
課　

下
水
道
業
務
係

�

☎
7
7
4

│

2
7
4
0

下水道課からのお知らせ…☎774−2740

水道課からのお知らせ…☎774−3141

平
成
20
年
度

下
水
道
融
資
制
度
の

ご
案
内
（
利
率
は
2.5
％
）

　

5
月
20
日
ご
ろ
か
ら
、
冬
期
間
中
断
し

て
い
た
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
を
再
開
し

ま
す
。
冬
期
概
算
料
金
を
精
算
す
る
と
、

漏
水
等
に
よ
り
予
想
外
の
使
用
水
量
に
な

る
世
帯
が
毎
年
出
て
き
ま
す
。

　

今
回
、
お
知
ら
せ
す
る
使
用
量
は
冬
期

間
の
6
か
月
分
で
す
が
、
使
用
水
量
が
異

常
に
多
い
場
合
は
、
左
の
「
漏
水
を
知
る

方
法
」
を
参
考
に
メ
ー
タ
ー
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●�

水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
は
検

針
の
妨
げ
に
な
る
よ
う
な
も
の
は
置
か

な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

●�

犬
は
ボ
ッ
ク
ス
か
ら
離

れ
た
場
所
に
つ
な
ぐ
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　

水
道
（
管
）
を
き
ち
ん
と
管
理
し
て
い

た
が
、
壁
や
土
の
中
な
ど
の
目
に
見
え
な

い
個
所
で
漏
水
し
た
場
合
、
料
金
を
減
免

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
家
の

中
の
蛇
口
や
外
水
栓
等
の
破
損
に
よ
る
漏

水
（
※
1
）
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　

南
魚
沼
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

以
外
が
修
繕
し
た
場
合
も
対
象
外
で
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

水
道
課　

水
道
業
務
係
�

☎
7
7
4

│

3
1
4
1

　

水
質
検
査
計
画
は
、
水
道
の
水
質
管
理

を
行
う
た
め
の
中
心
と
な
る
も
の
で
す
。

　

今
年
度
の
南
魚
沼
市
水
道
事
業
水
質
検

査
計
画
を
、
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公

開
し
て
い
ま
す
。
市
役
所
の
各
市
民
セ
ン

タ
ー
窓
口
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

こ
の
水
質
検
査
計
画
に
基
づ
き
実
施
し

た
水
質
検
査
結
果
は
、
随
時
市
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
公
開
す
る
予
定
で
す
。

▼�

水
質
検
査
計
画
に
対
す
る
ご
意
見
、
水

質
検
査
結
果
に
関
す
る
疑
問
な
ど
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

水
道
課　

水
道
工
務
係

�

☎
7
7
4

│

3
1
4
1

【漏水を知る方法】
　家中の蛇口を全部閉めて、
水道を使用していない状態に
する。

�
　水道メーターを見てパイ
ロットマークが少しでも回っ
ていれば漏水。

�
　漏水の場合は、至急南魚沼
市指定給水装置工事事業者に
相談ください。

上
下
水
道
料
金 

漏
水
の
減
免

平
成
20
年
度

南
魚
沼
市
水
道
事
業

水
質
検
査
計
画

水
道
メ
ー
タ
ー
の

　
　

検
針
を
再
開
し
ま
す

（
※
1
）
長
期
間
家
を
空
け
る
時
は
、
水
道

課
に
「
閉
栓
」
の
届
出
を
す
る
な
ど
、

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
各
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
掲
示
板
＆
伝
言
板

●
ま
な
び
の
ひ
ろ
ば

●
健
康
ひ
ろ
ば
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今
年
度
分
の
借
入
れ
希
望

者
を
募
集
し
ま
す
。

　

ど
ち
ら
の
資
金
も
、
専
用

居
室
の
整
備
や
住
宅
の
改
造

を
必
要
と
し
、
自
力
で
整
備

す
る
こ
と
が
困
難
な
方
に
貸

付
け
ら
れ
ま
す
。（
新
築
、

建
替
え
は
対
象
外
で
す
）

�　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
65

歳
以
上
の
高
齢
者
と
同
居

し
、
高
齢
者
専
用
の
部
屋
な

ど
を
増
改
築
ま
た
は
改
造
す

る
方

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
、

身
体
障
害
者
手
帳
1
級
か
ら

4
級
の
障
が
い
者
（
児
）
ま

た
は
、
療
育
手
帳
Ａ
に
該
当

す
る
知
的
障
が
い
者
（
児
）

と
同
居
し
、
障
が
い
者
専
用

の
部
屋
な
ど
を
増
改
築
ま
た

は
改
造
す
る
方

■
貸
付
額

　

1
5
0
万
円
ま
で

�
（
無
利
子
貸
付
）

■
返
済
期
間　

5
年

■
返
済
方
法　

　

�　

原
則
と
し
て
均
等
月
賦

償
還
に
よ
る
口
座
振
替
払

い
■
連
帯
保
証
人

　

�　

市
内
に
住
所
を
有
す
る

方
2
人
が
必
要

■
所
得
要
件　

　

�　

世
帯
員
の
前
年
の
所
得

合
計
が
4
0
0
万
円
未
満

の
世
帯

■
締
切
り　

6
月
30
日
㈪

　

※�

申
し
込
み
が
、
予
定
貸

付
総
額
に
達
し
し
だ
い

締
め
切
り
ま
す
。

■
申
込
み
・
問
合
せ

　

福
祉
課　

高
齢
福
祉
係

�

（
大
和
庁
舎
）

�

☎
7
7
7

│

3
1
1
2

高
齢
者
住
宅

整
備
資
金

障
が
い
者
住
宅

整
備
資
金

　

売
買
な
ど
の
取
引
や
業
務

上
の
証
明
行
為
な
ど
に
使
用

さ
れ
る
「
は
か
り
」
は
、
計
量

法
に
よ
り
2
年
に
1
回
の
定
期

検
査
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
定
期
検
査
を
受
け
て
い
な

い
「
は
か
り
」
ま
た
は
不
合
格

の
「
は
か
り
」
を
使
用
す
る
と
、

計
量
法
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

検
査
対
象
の
「
は
か
り
」
を

お
持
ち
の
方
に
は
事
前
調
査
書

を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
必
要

事
項
を
記
入
し
て
、
商
工
観
光

課
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
新
し
く
事
業
を
始
め

ら
れ
た
方
な
ど
、
事
前
調
査
書

が
届
か
な
い
場
合
は
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

商
工
観
光
課　

商
工
振
興
班

�

☎
7
7
3

│

6
6
6
5

▼�

商
店
・
露
店
・
行
商
等
で
商

品
の
売
買
に
使
用
す
る
も
の

▼�

病
院
・
薬
局
等
で
薬
の
調
剤

用
に
使
用
す
る
も
の

▼�

病
院
・
医
院
・
診
療
所
・
学

校
・
幼
稚
園
・
保
育
園
等
で

健
康
診
断
、
身
体
検
査
用
に

使
用
す
る
も
の
（
体
重
計
）

▼�

運
送
業
者
等
が
貨
物
運
賃
の

算
出
な
ど
に
使
用
す
る
も
の

（
宅
配
便
取
次
店
含
む
）

▼�

農
業
・
漁
業
等
に
従
事
す
る

人
が
農
産
物
・
水
産
物
な
ど

の
売
買
ま
た
は
出
荷
の
た
め

に
使
用
す
る
も
の
（
農
協
等

で
再
計
量
す
る
も
の
を
除
く
）

▼�

工
場
・
事
業
所
等
で
原
材
料

の
購
入
・
製
品
の
販
売
・
出

荷
や
納
品
検
収
用
に
使
用
す

る
も
の

▼�

公
共
機
関
へ
の
報
告
ま
た
は

公
共
機
関
が
行
う
統
計
の
公

表
等
に
使
用
す
る
も
の

▼�

事
前
調
査
の
結
果
に
よ
り
対

象
者
と
な
っ
た
方
に
は
、
㈳

新
潟
県
計
量
協
会
か
ら
検
査

日
の
約
1
週
間
前
に
検
査
通

知
書
（
検
査
日
・
時
間
・
会
場

が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
）
の
は

が
き
が
届
き
ま
す
。

▼�

検
査
手
数
料
は
、
検
査
当
日

に
現
金
で
支
払
う
こ
と
と
な

り
ま
す
。
そ
の
場
で
領
収
書

が
発
行
さ
れ
ま
す
。

貸
付
条
件

（
両
資
金
共
通
）

高
齢
者
お
よ
び
障
が
い
者
住
宅

整
備
資
金
借
入
れ
希
望
者
募
集

「
は
か
り
」の

定
期
検
査
を

受
け
ま
し
ょ
う

定
期
検
査
の
対
象
と
な
る

「
は
か
り
」
の
例

そ
の
他

特定計量器定期検査の日程
対象地域 会　　　場 期　　日 受　　付　　時　　間

塩 沢 地 域 塩沢勤労者体育センター
（塩沢1112-39）

６月17日㈫ 10：00 ～ 11：30　13：00 ～ 15：30
６月18日㈬ 9：00 ～ 11：30　13：00 ～ 15：30

大 和 地 域 コミュニティホールさわらび
（浦佐5175-1）

６月19日㈭ 9：00 ～ 11：30　13：00 ～ 15：30
６月20日㈮ 9：00 ～ 11：30 （午前のみの実施）

六日町地域 勤労青少年ホーム
（二日町428-1）

６月23日㈪ 10：00 ～ 11：30　13：00 ～ 15：30
６月24日㈫ 9：00 ～ 11：30　13：00 ～ 15：30
６月25日㈬ 9：00 ～ 11：30　13：00 ～ 15：30
６月26日㈭ 9：00 ～ 11：30　13：00 ～ 15：30
６月27日㈮ 9：00 ～ 11：30 （午前のみの実施）

☎777−3112…福祉課からのお知らせ

☎773−6665…商工観光課からのお知らせ

●
各
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
掲
示
板
＆
伝
言
板

●
ま
な
び
の
ひ
ろ
ば

●
健
康
ひ
ろ
ば
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6
月
1
日
㈰

�

午
後
0
時
40
分
〜
4
時
30
分

�

（
受
付　

正
午
か
ら
）

　

市
民
会
館　

大
ホ
ー
ル

○
ふ
る
さ
と
絶
讃　

　

上
田
史
談
会
幹
事
長

�

大　

嶋　

要　

三　

氏

○
名
著
『
北
越
雪
譜
』
の
成
立

　

新
潟
県
民
俗
学
会
理
事

�

高　

橋　
　
　

實　

氏

○ 

小
栗
上
野
介
を
め
ぐ
る
越
後
と

会
津

　

会
津
歴
史
研
究
会
会
長

�

井　

上　

昌よ
し　

威た
け　

氏

　

1
、0
0
0
円
（
資
料
代
）

　

5
月
10
日
㈯

 

・
　

参
加
費
を
添
え
て
、
実

行
委
員
会
事
務
局
（
大
和
公
民

館
内
）
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（
塩
沢
公
民
館
・
市
民
会

館
で
も
受
付
可
）

�

☎
7
7
7

│

4
6
7
1

けいじばん

◎市からのお知らせ

掲示板本：本庁舎

大：大和庁舎

塩：塩沢庁舎講：講師内：内容〆：締切

：費用定：定員

時：時間 対：対象

資：資格

期：期間

会：会場日：日時申：申込み問：問合せ

　

狂
犬
病
予
防
注
射
は
一
年
に
一

回
、
4
月
か
ら
6
月
末
ま
で
に
受

け
さ
せ
る
こ
と
が
、
法
律
に
よ
り

犬
の
飼
い
主
に
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

市
で
は
毎
年
各
地
区
を
回
っ
て

集
合
注
射
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

4
月
で
集
合
注
射
は
全
日
程
が
終

了
し
ま
し
た
。
ま
だ
狂
犬
病
予
防

注
射
を
済
ま
せ
て
い
な
い
飼
い
主

の
方
は
、
6
月
末
ま
で
に
獣
医
師

の
接
種
を
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
新
し
く
犬
を
飼
い
始

め
た
場
合
は
、
犬
の
登
録
も
必
要

で
す
。

　

犬
の
体
調
が
悪
い
な
ど
、
予
防

注
射
を
受
け
さ
せ
ら
れ
な
い
事
情

が
あ
る
場
合
は
、
獣
医
師
の
発
行

す
る
証
明
書
を
市
役
所
に
提
出
す

る
こ
と
で
、
注
射
を
猶
予
さ
れ
る

制
度
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

お
近
く
の
獣
医
師
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
指
定
獣
医
師
と
し
て
下

記
に
記
載
の
獣
医
師
に
事
務
の
委

託
を
し
て
い
ま
す
。
指
定
獣
医
師

は
、
市
役
所
で
行
う
、
犬
の
登
録

手
続
き
や
鑑
札
・
狂
犬
病
予
防
注

射
済
票
の
交
付
を
代
行
し
て
い
ま

す
。（
指
定
獣
医
師
で
な
く
て
も
、

狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
）

■
南
魚
沼
市
指
定
獣
医
師

●
南
魚
沼
市
美
佐
島
1
9
0
8

│

1

　

小
宮
山　

毅

�

☎
7
7
0

│

0
3
7
0

●
南
魚
沼
市
余
川
1
5
1
7

│

5

　

畑
澤
春
雄

�

☎
7
7
2

│

4
4
6
6

●
魚
沼
市
今
泉
1
2
7
0

│

6

　

星
野
恭
治

�

☎
0
2
5

│

7
9
9

│

2
0
0
0

●
長
岡
市
東
栄
2

│

1

│

3

　

竹
内
克
志

�

☎
0
2
5
8

│

3
2

│

3
6
0
0

●
十
日
町
市
高
田
町
6
丁
目

　

星
川
佳
一

�

☎
0
2
5

│

7
5
7

│

1
1
0
3

●
長
岡
市
信
濃
2

│

13

│

21

　

山
田
英
一

�
☎
0
2
5
8

│

3
3

│

2
5
2
2

　

環
境
課　

環
境
係

�
☎
7
7
3

│

6
6
6
6

　

11
月
24
日
㈪
ま
で

�

（
グ
リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
）

　
《
平
日
》
午
前
8
時
30
分
〜

�

午
後
4
時
30
分

�

（
上
り
最
終
午
後
4
時
）

　
　
《
土
・
日
・
休
日
》

�

午
前
8
時
〜
午
後
5
時

�

（
上
り
最
終
午
後
4
時
30
分
）

（
往
復
料
金
）

・
大
人

　
　

一
般
料
金�

1
、8
0
0
円　

　
　

優
待
料
金�

1
、2
0
0
円　

・
子
ど
も
（
小
学
生
以
下
）

　
　

一
般
料
金�

9
0
0
円　

　
　

優
待
料
金�

6
0
0
円　

※�

利
用
券
を
持
参
す
る
と
1
枚
5

人
ま
で
優
待
料
金
で
利
用
で
き

ま
す
。

※�

他
の
割
引
券
と
重
複
で
き
ま
せ

ん
。

■
利
用
券
配
置
場
所

　

�

本
庁
舎
、
塩
沢
庁
舎
、
大
和
庁

舎
、
市
民
会
館
、
大
和
公
民
館
、

塩
沢
公
民
館
、
デ
ィ
ス
ポ
ー
ト

南
魚
沼
、
五
十
沢
・
城
内
・
大

巻
開
発
セ
ン
タ
ー

　

商
工
観
光
課　

観
光
交
流
係

�

☎
7
7
3

│

6
6
6
5

　
　

八
海
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー

�
☎
7
7
5

│

3
3
1
1

狂
犬
病
予
防
注
射
は

済
ま
せ
ま
し
た
か
？

八
海
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー

市
民
優
待
利
用
券
の
ご
案
内

第
22
回

「
会
津
と
越
後
を
語
る
会
」

南
魚
沼
市
大
会
開
催

訂
正
「
坂
戸
山
野
鳥
探
鳥
会
」

の
日
時
、
5
月
10
日
㈯
午
前
6
時

か
ら
午
前
8
時
（
受
付 

午
前
5

時
40
分
）。
申
込
み
は
5
月
7
日

ま
で
に
南
魚
沼
地
域
振
興
局
環
境

セ
ン
タ
ー 

☎
7
7
2

│

8
1
5
4

●
各
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
掲
示
板
＆
伝
言
板

●
ま
な
び
の
ひ
ろ
ば

●
健
康
ひ
ろ
ば
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お
聞
き
に
な
り
た
い

テ
ー
マ
を
選
ん
で
く
だ
さ
い

■
期
間　

5
月
7
日
〜
6
月
2
日

■
テ
ー
マ

①
く
ら
し
の
情
報

・
契
約
の
成
立

・�
通
信
機
器
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
進

め
よ
う

②
消
費
生
活
相
談
事
例

・�

エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
サ
ロ
ン
の
利

用
契
約
の
注
意
点

③
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
方
法

④ 

相
談
が
多
い
事
例
の
ア
ド
バ
イ
ス

・�

携
帯
電
話
の
サ
イ
ト
料
金
請
求

ト
ラ
ブ
ル

・�

ハ
ガ
キ
等
に
よ
る
覚
え
の
な
い

請
求
の
対
処
法

※�

緊
急
な
消
費
生
活
情
報
が
あ
る

場
合
は
、
予
定
を
変
更
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

坂
戸
橋
と
六
日
町
大
橋
周
辺
を

み
ん
な
の
力
で
、
み
ん
な
に
や

さ
し
い
公

園
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

草
刈
り

機
（
鎌
）

あ
る
人
も

な
い
人
も

仕
事
は
あ

り
ま
す
。

　

5
月
11
日
㈰

�

午
前
7
時
〜
8
時
頃
ま
で

■
集
合
場
所　

中
央
公
園
河
川
敷

�　

ふ
れ
あ
い
魚
野
川
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト　

会
長
（
樋
口
）

�

☎
7
7
2

│

7
7
1
6

でんごんばん

◎国県等からのお知らせ

伝言板
公
園
が
で
き
る
？

草
刈
を
す
る
仲
間
を
募
集

　

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。

①�

家
庭
内
（
夫
婦
・
親
子
・
結
婚
・

離
婚
・
相
続
等
）・
親
族
間
、

近
隣
間
の
も
め
ご
と
、
悩
み
ご

と
な
ど
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で

起
こ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

②�

い
じ
め
、
体
罰
、
女
性
差
別
、

外
国
人
差
別
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る

差
別
問
題

　

5
月
15
日
㈭

�

午
後
1
時
〜
4
時

　

塩
沢
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
相
談
担
当　

人
権
擁
護
委
員

■
最
寄
り
の
人
権
擁
護
委
員

　

笛
木
健
作
〔
栃
窪
〕

�

☎
7
8
2

│

3
8
7
8

　

貝
瀬
幸
子
〔
吉
山
新
田
〕

�

☎
7
8
2

│

9
5
0
3

　

貝
瀬
一
夫
〔
長
崎
〕

�
☎
7
8
2

│

2
2
8
8

　

羽
吹
道
於
〔
君
沢
〕

�

☎
7
8
3

│

2
5
1
0

　

法
務
局　

南
魚
沼
支
局

�

☎
7
7
2

│

3
7
4
2

　

5
月
10
日
㈯

午
後
1
時
45
分
〜�

午
後
3
時
30
分

�　

北
里
大
学
保
健
衛
生
専
門
学
院

�

北
里
ホ
ー
ル
視
聴
覚
講
義
室

　

宮
本
延
春　

先
生

�

（
私
立
豊
川
高
等
学
校
教
師
）

　

い
じ
め
・
不
登
校
・
両
親
と
の

死
別
を
体
験
。
中
学
の
成
績
は

オ
ー
ル
1
と
い
う
状
態
か
ら
、
教

師
と
い
う
夢
に
向
か
っ
て
奮
闘
。

　

現
在
「
オ
ー
ル
1
先
生
」
と
し

て
母
校
の
教
壇
に
立
た
れ
て
い
る

先
生
で
す
。『
キ
ミ
の
た
め
に
で

き
る
こ
と
』『
未
来
の
き
み
が
待

つ
場
所
へ　

先
生
は
い
じ
め
ら

れ
っ
子
だ
っ
た
』
な
ど
の
著
書
や

講
演
活
動
を
通
じ
て
人
々
に
希
望

を
与
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

多
く
の
子
ど
も
た
ち
や
若
者
、
そ

し
て
教
育
を
真
剣
に
考
え
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
皆
さ
ま
の
力
に
な
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

無
料
（
事
前
申
し
込
み
必
要
）

・

　

北
里
大
学
保
健
衛
生
専
門
学
院

�

☎
7
7
9

│

4
5
1
1

�

7
7
9

│

4
5
1
5

�
kam
iof@
kitasato-u.ac.jp

・ 
男
性
は
28
歳
以
上
の
旧
3
魚
沼

地
域
在
住
者
ま
た
は
勤
務
者

・ 

女
性
は
23
歳
以
上
の
国
内
在
住

者

�

男
女
と
も
49
歳
ま
で
の
、
未
婚

も
し
く
は
離
婚
の
成
立
し
て
い
る

方
が
対
象
で
す
。

�

当
日
、
男
性
は
ネ
ク
タ
イ
着
用

で
お
願
い
し
ま
す
。

　

6
月
15
日
㈰

・
受
付　

男
性　

午
後
1
時
〜

�

（
1
時
30
分
か
ら
事
前
講
習
会
）

　
　

女
性　

午
後
1
時
30
分
〜

・
パ
ー
テ
ィ
ー　

午
後
2
時
〜

�

午
後
6
時
ご
ろ
ま
で

　

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ａ

�

ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
（
湯
沢
町
）

　

男
性　

4
、0
0
0
円

　
　

女
性　

2
、0
0
0
円

�

（
ケ
ー
キ
バ
イ
キ
ン
グ
）

�　

75
人
（
男
性
は
女
性
の
2
倍

ま
で
、
定
員
を
超
え
た
場
合
抽

選
）

　

5
月
30
日
㈮

　

所
定
用
紙
に
必
要
事
項
を
明
記

し
て
、
左
記
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

・

　

雪
国
魚
沼
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

�

事
務
局
（
塩
沢
商
工
会
内
）

�

☎
7
8
2

│

1
6
5
3

※�

Ｆ
Ｍ
ゆ
き
ぐ
に
で
詳
し
い
内
容

を
平
日
、
午
前
7
時
40
分
過
ぎ

か
ら
放
送
中
！

「
ハ
イ
、
県
く
ら
し
の

�

ダ
イ
ヤ
ル
で
す
」

く
ら
し
に
役
立
つ
ダ
イ
ヤ
ル
は

☎
0
2
5

│

2
8
5

│

7
0
0
0

　

市
の
相
談
窓
口
で
も
、
多
重
債

務
も
含
め
消
費
者
の
皆
さ
ん
の
相

談
を
お
受
け
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

南
魚
沼
市
消
費
者
相
談
窓
口

 

（
サ
ン
ラ
イ
ズ
南
魚
沼
2
階
）

�

☎
7
7
2

│

2
5
4
1

特
設
人
権
相
談
所
を

開
設
し
ま
す

北
里
大
学
保
健
衛
生
専
門
学
院

公
開
講
座
の
お
知
ら
せ

シ
ン
グ
ル
ズ
パ
ー
ティ
ー

参
加
者
募
集

●
各
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
掲
示
板
＆
伝
言
板

●
ま
な
び
の
ひ
ろ
ば

●
健
康
ひ
ろ
ば

1� 市報みなみ魚沼
平成20年5月1日発行



5月の休館日

の
図
書
館

南
魚
沼
市
図
書
館 

☎
7
7
3

−

6
6
7
7

大
和
図
書
室 

☎
7
7
7

−

4
6
7
1

塩
沢
図
書
室 

☎
7
8
2

−

0
1
0
0

み
ん
な

　

平
成
19
年
度
は
た
く
さ
ん
の

皆
さ
ま
に
利
用
し
て
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〝
こ
ど
も
の
読
書
週
間
〟
開
催
中

　

4
月
23
日
㈬
〜
5
月
12
日
㈪
ま

で
「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」
で
す
。

そ
れ
に
あ
わ
せ
て
図
書
館
入
口
で

『
絵
本
カ
バ
ー
展
』
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
テ
ー
マ
別
に
絵
本
、
紙

芝
居
、
童
話
な
ど
の
カ
バ
ー
を
約

1
0
0
枚
展
示
し
て
い
ま
す
。
必

見
で
す
！

楽
し
い「
劇
」と
新
聞
紙
あ
そ
び
！

●
日　

時　

5
月
24
日
㈯

�

午
後
2
時
〜
3
時
30
分

●
会　

場　

南
魚
沼
市
図
書
館

●
テ
ー
マ　
『
家
族
』

● 

内　

容　

劇
『
お
お
き
な
だ
い

こ
ん
』・
新
聞
紙
あ
そ
び
・
読

み
聞
か
せ

● 

持
ち
物　

新
聞
紙
3
〜
4
枚
・

は
さ
み
・
の
り

● 

対　

象　

幼
児
・
小
学
生
・
保

護
者
ほ
か
ど
な
た
で
も
ど
う
ぞ

●
定　

員　

50
人

● 

申
込
み　

5
月
23
日
㈮
ま
で
に

図
書
館
に
お
願
い
し
ま
す
。

楽
し
か
っ
た
よ「
読
書
の
つ
ど
い
」

 

〜
一
口
感
想
集
〜

・�

久
し
ぶ
り
の
参
加
で
し
た
。
パ

ネ
ル
シ
ア
タ
ー
「
お
で
ん
や
さ

ん
」
楽
し
か
っ
た
で
す
。
読
み

聞
か
せ
は
い
つ
も
読
み
手
で
す

が
、
大
人
で
も
た
ま
に
読
ん
で

も
ら
う
と
い
い
も
の
で
す
ね
。

・�

子
ど
も
は
声
を
出
し
た
り
、
手

遊
び
し
た
り
し
て
楽
し
そ
う
で

し
た
。
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
・
絵

本
・
紙
芝
居
と
盛
り
だ
く
さ
ん

で
楽
し
か
っ
た
で
す
。「
お
で

ん
や
さ
ん
」の
話
術
が
す
ご
い
!!

・�

と
っ
て
も
面
白
い
お
話
で
し
た
。

読
み
方
も
上
手
く
て
眠
気
も
吹

き
飛
び
ま
し
た
。

・�

い
つ
も
な
が
ら
楽
し
く
過
ご
し

ま
し
た
。
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り

の
読
み
聞
か
せ
と
、
う
で
ず
も

う
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

・�「
お
で
ん
や
さ
ん
」
楽
し
か
っ

た
！　

ク
ラ
ス
別
の
読
み
聞
か

せ
も
良
い
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

「
え
ほ
ん
の
へ
や
」
に

　

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

 

余
川　

角
本　

久
恵　
さ
ん

　

我
が
家
の
三
人
の
子
ど
も
達
が

「
え
ほ
ん
の
へ
や
」
に
出
会
っ
た

の
は
三
人
と
も
一
歳
前
で
し
た
。

行
く
度
に
新
し
い
絵
本
や
、
私
が

幼
い
頃
に
読
ん
で
も
ら
っ
た
よ
う

な
懐
か
し
い
絵
本
に
出
会
い
、
子

ど
も
は
も
ち
ろ
ん
母
で
あ
る
私
に

も
楽
し
み
な
時
間
で
し
た
。

　

あ
る
時
、
子
ど
も
達
が
い
つ
も

同
じ
本
を
読
み
た
が
る
と
い
う
話

し
を
し
た
時
に
「
そ
れ
で
い
い
の

よ
」
と
言
っ
て
頂
い
た
事
が
と
て

も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
が
動
く
こ
と
が
楽
し
い

時
期
に
は
、
読
ん
で
く
だ
さ
る
皆

さ
ん
に
迷
惑
を
か
け
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、
少
し
ず
つ
座
っ
て

話
が
聞
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
が
幼
く
行
く
こ
と
を
た

め
ら
っ
て
い
る
方
、
不
安
に
感
じ

て
い
る
方
、
一
度
「
え
ほ
ん
の
へ

や
」
に
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

【
え
ほ
ん
の
へ
や
】
毎
週
水
曜
日

　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

　

南
魚
沼
市
図
書
館
で
開
催
中

　

4
月
17
日
㈭
、
塩
沢
図
書
室
の

図
書
を
1
0
0
冊
入
れ
替
え
ま
し

た
。
大
和
図
書
室
は
5
月
15
日
㈭

入
れ
替
え
の
予
定
で
す
。

　

大
型
絵
本
『
は
ら
ぺ
こ
あ
お
む

し
』
を
読
む
よ
！　

み
ん
な
あ
そ

び
に
き
て
ね
。

■
日　

時　

5
月
16
日
㈮

�

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
会　

場　

大
和
公
民
館〔
浦
佐
〕

■ 

内　

容　

絵
本
、
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
、
手
遊
び
、
歌
、
本
の
紹

介
な
ど

■ 

対　

象　

入
園
前
の
お
子
さ
ん

と
ご
家
族
の
方

■
参
加
費　

無
料
（
予
約
不
要
）

■
問
合
せ　

大
和
図
書
室　

�

☎
7
7
7

│

4
6
7
1

　

図
書
館
は
み
な
さ
ん
の
本
棚
で
す
。
ひ
と
り
ひ
と
り
自
分
の
本

棚
と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
土
曜
日
、

日
曜
日
、
祝
日
の
す
べ
て
開
館
し
て
み
な
さ
ま
の
ご
利
用
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。〝
役
に
立
つ
図
書
館
〟
で
あ
る
よ
う
に
日
々
努
め

ま
す
。
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

平成19年度図書館の利用状況（開館日数300日）
年間利用者数 一日平均数

来 館 者 数 48,871人 163人

本 の 借 受 者 数 27,846人 93人

貸 出 冊 数 92,458冊 308冊

読書のつどい参加者数
（毎月1回）

760人 63人

絵本のへや参加者数
（毎週1回）

886人 20人

図
書
館
の
利
用
状
況

こ
ん
に
ち
は
、
新
し
い
本

5
月
読
書
の
つ
ど
い
ご
案
内

3
月
読
書
の
つ
ど
い
レ
ポ
ー
ト

お
で
ん

た
べ
た
ー
い
!

お
い
し
い

お
で
ん

で
き
た
か
な
？

 

利
用
者
の
声

巡
回
図
書
入
れ
替
え
ま
し
た

乳
幼
児
親
子
お
は
な
し
の
会

「
え
ほ
ん
で
あ
そ
ぼ
」

南魚沼市図書館：7日㈬・12日㈪・15日㈭【図書整理日】19日㈪・26日㈪／
大和図書室：毎週月曜日（祝日の場合は翌日）／塩沢図書室：無休

●
各
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
掲
示
板
＆
伝
言
板

●
ま
な
び
の
ひ
ろ
ば

●
健
康
ひ
ろ
ば

1�市報みなみ魚沼
平成20年5月1日発行



　
「
お
館
の
乱
」
に
勝
利
し
、
お
船
と
婚

姻
を
結
ん
だ
兼
続
に
と
っ
て
、
人
生
絶
頂

期
の
幸
福
は
長
く
続
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
虎こ

し視
眈た

ん
た
ん眈
と
天
下
を
狙
う
織

田
信
長
が
、
武
田
勝
頼
を
攻
め
滅
ぼ
し
、

甲か

斐い

・
信し

な
の濃
を
領
地
に
治
め
、
内
乱
で
疲ひ

弊へ
い

す
る
越
後
へ
の
侵し

ん
り
ゃ
く略を
進
め
ま
す
。

　

天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
北
陸
口
か

ら
柴し

ば
た田
勝か

つ

家い
え

・
佐さ

っ
さ々

成な
り

政ま
さ

軍
が
、
関
東
口

か
ら
滝た

き
が
わ川
一か

ず
ま
す益
軍
が
怒ど

と
う涛
の
ご
と
く
攻
め

入
っ
て
き
ま
し
た
。
北
陸
口
の
最
後
の

砦と
り
で

魚う
お
づ津

城じ
ょ
うは

大
軍
に
取
り
囲
ま
れ
、
三

国
峠
も
防
戦
一
方
の
状
態
で
、
上
杉
家
滅

亡
の
危
機
に
瀕ひ

ん

し
ま
す
。
同
年
六
月
三
日

遂
に
魚
津
城
が
落
城
し
、
多
く
の
武
将
た

ち
が
犠ぎ

せ
い牲

と
な
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

い
よ
い
よ
織
田
の
軍
勢
は
本
丸
春
日
山
城

へ
と
侵
攻
を
進
め
よ
う
と
し
た
矢
先
、
な

ぜ
か
踵き

び
すを
か
え
す
よ
う
に
自
国
へ
戻
っ
て

行
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
日
本
史
で
最
も
有
名
な
下げ

剋こ
く

上じ
ょ
うで

あ
り
、
時
代
の
流
れ
を
変
え
る
ほ

ど
の
影
響
を
与
え
た
「
本
能
寺
の
変
」
の

勃ぼ
っ
ぱ
つ発
に
よ
る
も
の
で
す
。「
本
能
寺
の
変
」

は
、
織
田
信
長
の
重
臣
明あ

け
ち智

光み
つ
ひ
で秀

が
主
君

の
手て

う
す薄
な
状
態
を
見
計
ら
い
、
急
襲
を
か

け
成
功
に
導
い
た
一
種
の
ク
ー
デ
タ
ー
事

件
で
す
。

　

下
剋
上
の
動
機
に
つ
い
て
は
多
数
の
説

が
あ
り
ま
す
が
、
滅
亡
寸
前
ま
で
追
い
込

ま
れ
た
上
杉
家
は
、
幸
運
に
も
九

き
ゅ
う

死し

に

一
生
を
得
ま
す
。

織
田
信
長

　

天
文
三
年
（
一
五
三
四
）
尾
張
の
戦
国

武
将
織
田
信
秀
の
嫡ち

ゃ
く
な
ん男と
し
て
生
ま
れ
ま

す
。
天
文
二
十
年
（
一
五
五
一
）
家か

と
く督
争

い
に
勝
利
し
織
田
家
を
継
ぎ
ま
す
。
永
禄

三
年
（
一
五
六
〇
）
桶お

け

狭は
ざ
ま間
に
て
今い

ま

川が
わ

義よ
し

元も
と

を
破
り
、
徳
川
家
康
と
同
盟
を
結
ぶ
こ

と
で
急
激
な
勢
力
拡
大
を
果
た
し
ま
す
。

永
禄
十
一
年
（
一
五
六
八
）
足あ

し
か
が利

義よ
し

昭あ
き

を

報
じ
て
上じ

ょ
う
ら
く洛し
、将
軍
位
に
つ
け
ま
す
が
、

そ
の
後
二
人
の
関
係
が
悪
化
し
、
天
正
元

年
（
一
五
七
三
）
追
放
し
ま
し
た
。

　

浅
井
・
朝
倉
氏
、
比ひ

え
い
ざ
ん

叡
山
延え

ん
り
ゃ
く
じ

暦
寺
、
武

田
勝
頼
な
ど
周
辺
の
勢
力
を
次
々
と
駆く

ち
く逐

し
、
一
五
七
五
年
以
降
「
天て

ん
か下
布ふ

武ぶ

」
を

推
し
進
め
る
た
め
楽ら

く
い
ち市

楽ら
く
ざ座

や
検け

ん
ち地

な

ど
新
た
な
政
策
を
展
開
し
、
事
実
上
の

信
長
政
権
を
構
築
し
ま
す
。
天
正
十
年

（
一
五
八
二
）
越
後
上
杉
を
攻
め
、
天
下

統
一
を
目
前
と
し
ま
す
が
、
同
年
重
臣
明

智
光
秀
の
謀む

ほ
ん反

に
あ
い
京
都
本
能
寺
に
て

自
害
し
ま
し
た
。（
享
年
四
十
九
歳
）

明
智
光
秀

　

亨
き
ょ
う
ろ
く禄

元
年
（
一
五
二
八
）
美
濃
国
の

戦
国
武
将
明あ

け
ち智
光み

つ
つ
な綱
の
子
と
し
て
生
ま
れ

ま
す
。
一
時
斉さ

い
と
う藤

道ど
う
ざ
ん三

に
仕
え
ま
す
が
、

後
に
織
田
信
長
の
配
下
と
な
り
、
羽は

し
ば柴

秀ひ
で
よ
し吉

ら
と
共
に
京
都
近
辺
の
政せ

い
む務

に
あ

た
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
戦
功

を
挙
げ
た
こ
と
よ
り
重
用
さ
れ
、
元
亀
三

年
（
一
五
七
二
）
近
江
国
滋
賀
郡
を
与
え

ら
れ
坂さ

か
も
と本
城じ

ょ
うの
城
主
と
な
り
ま
す
。

　

天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
羽
柴
秀
吉
の

毛も
う
り利
征せ

い

伐ば
つ

支
援
を
命
ぜ
ら
れ
出
陣
す
る
途

上
「
敵
は
本
能
寺
に
あ
り
」
と
発
言
し
、

信
長
を
急

き
ゅ
う
し
ゅ
う
襲
・
包ほ

う
い囲
し
、
自じ

が
い害
さ
せ
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。
そ
の
後
羽
柴
秀
吉
軍

と
山
崎
（
京
都
府
〜
大
阪
府
）
に
て
戦

い
、
こ
れ
に
敗
れ
殺
害
さ
れ
ま
す
。（
享

年
五
十
四
歳
）

魚
津
城
跡

　

室
町
時
代
に
築
か
れ
、
戦
国
期
に
は
上

杉
の
重
臣
河か

わ
だ田
長な

が
ち
か親
を
配
し
、
越
中
上
杉

方
の
拠
点
と
な
り
ま
し
た
。
天
正
十
年

（
一
五
八
二
）
織
田
軍
の
武
将
柴
田
勝
家

率
い
る
大
軍
に
包
囲
さ
れ
窮き

ゅ
う
ち地

に
立
た
さ

れ
ま
す
。
再
三
の
援
軍
要
請
に
も
織
田
軍

の
波は

じ
ょ
う状

攻こ
う
げ
き撃

に
越
後
本
国
も
動
き
が
取
れ

ず
孤こ

り
つ立
無む

え
ん援
の
状
態
に
な
り
ま
す
。
籠

ろ
う
じ
ょ
う城

す
る
こ
と
数
か
月
、
同
年
六
月
三
日
に
落

城
し
、
多
く
の
武
将
が
自
害
し
ま
し
た
。

こ
の
前
日
に
本
能
寺
の
変
が
勃
発
し
て
お

り
、
情
報
の
伝
達
が
一
日
速
け
れ
ば
、
こ

の
よ
う
な
悲
劇
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。

歴
史
の

小
話
8

小
説「
天
地
人
」

�
を
巡
る

信
長
と
の
対
決
と

 

〝
本
能
寺
の
変
〟

直
江
兼
続
を
巡
る
人
々

史
跡
の
紹
介

■
問
合
せ�

天
地
人
推
進
事
務
局

�

☎
７
７
３

│

６
７
０
２

※�

歴
史
に
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
今
回

は
「
天
地
人
」
の
原
作
に
基
づ
い
て

紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

魚津城跡（富山県魚津市）

●
各
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
掲
示
板
＆
伝
言
板

●
ま
な
び
の
ひ
ろ
ば

●
健
康
ひ
ろ
ば
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　トキめき新潟国体南魚沼市実行委員会では、国体の趣旨に賛同し、物品等のご提供をいただける企業、
団体および個人の方を募集しています。ご提供いただいた物品は、平成20年の競技別リハーサル大会
および平成21年のトキめき新潟国体の大会運営や市民運動に活用させていただきますとともに、ご希
望により協賛者の表示をさせていただきます。

●募集期間　平成21年10月まで
　　　　　　　　（トキめき新潟国体終了時）

●募集受付　まずは☎773−6140にご連絡ください。
　　　　　　詳しくご説明させていただきます。

●実施主体　トキめき新潟国体南魚沼市実行委員会

●協賛をおねがいしたい一例
　1．大会運営の物品提供
　　　休憩所用飲み物、スタッフ用帽子、ジャンパー、
　　　救護所用医薬品　等
　2．大会運営の物品貸与
　　　自動車、パソコン、FAX、携帯電話、
　　　トランシーバー等の無償貸与
　3．啓発用物品提供
　　　歓迎のぼり旗、うちわ、タオル、
　　　ポケットティッシュ　等

●協賛の表示・掲載
　1．�提供物品には協賛企業名等を表示することがで

きます。
　2．�競技別プログラム、ガイドブックに協賛者・協

賛企業名を掲載することができます。

●申込み・問合せ　国体推進室（市民会館内　トキめき新潟国体南魚沼市実行委員会事務局）
� ☎773−6140　 772−8161

～協賛支援のお願い～　☆協賛していただける企業・団体・個人を募集中です☆
国体は、毎年都道府県が持ち回り方式で開催する日本最大のスポーツイベントです

協賛物品（飲み物等）でまかなわれる会場内の休憩所

協賛者名の表示例（ポケットティッシュの場合）

 トキめき新潟国体南魚沼市実行委員会
　 （事務局　南魚沼市教育委員会国体推進室）

私たちはトキめき新潟国体を応援します。
 ㈱○○○○○○

感動をこのまちで

トキはなて 君の力を 大空へ 第��回国民体育大会

　水曜日の朝は
　　「ＦＭゆきぐに」76.2MHz　
　毎週水曜日、午前8時15分から4分間、湯沢町と本市実行委員会の共同で、南魚沼の国体情
報を放送しています。国体事務局の職員や、トキめき新潟国体に関わる人たちがFMゆきぐにの
スタジオから地域の皆さまに向けてのお知らせや、意気込みなど様々な情報を発信中です。ぜひ
お聞きください。

ちょこっ
と

放送中！

リハーサル大会まで、あと2か月!
リハーサル大会まで、あと3か月!

パタ

パタ

通信 No.4
感動をこのまちで
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各
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
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掲
示
板
＆
伝
言
板

●
ま
な
び
の
ひ
ろ
ば

●
健
康
ひ
ろ
ば
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開館時間　9：00〜 17：00（入館終了16：30）
5月の休館日【毎週水曜日】�
☎780－4080　 777－3815

http://www1.ocn.ne.jp./~ikedaart/
ikedaart@lily.ocn.ne.jp

池田記念美術館

　モンゴル絵画展や南魚沼アジア交流会のパネル展等
■期　間　　4月26日㈯～ 6月22日㈰
■入館料　一般500円、高校生以下無料

■日　程　　5月11日㈰
■時　間　14：00開場
■会　場　池田記念美術館
� （エントランスホール）
　モンゴル人音楽グループアジ
ナイホールのコンサートです。
モンゴルの伝統音楽と現代音楽
の融合、新しくて懐かしい異国
情緒あふれる演奏です。
■料　金　大　人　前売り1,700円（当日2,000円）
　　　高校生以下　前売り 700円（当日1,000円）

【開催中の展覧会】～モンゴル交流文化祭～

～アジナイホール～馬頭琴ミニコンサート

～日本の伝統にふれてみませんか～
★期　間　　5月～ 11月
★日　時　毎月第2・4水曜日
　　　　　13：00 ～ 15：00
★会　場　市民会館2階　和室
★対　象　60歳以上の方
★受講料　1,000円／月（お菓子、お茶等）
★講　師　樋宮　静江�さん
★開講日　　5月28日㈬
� （13：00 ～市民会館2階の和室で行います）

～リズムに合わせて軽い運動で若返りませんか～
★期　間　　5月～ 11月
★日　時　毎月第2・4月曜日
　　　　　13：00～15：00
★内　容　�皆さんの希望を取り

入れながら楽しい軽
運動をします

★対　象　60歳以上の方
★会　場　市民会館　実習室・リハーサル室
★受講料　1,500円／年（スポーツ安全保険代）
★講　師　山崎　文�さん（体育指導委員）
★開講日　　5月26日㈪
� （13：00 ～市民会館2階の実習室で行います）
★用意するもの　�体を動かせる服装、運動靴、タオル、

飲み物
★★★ 共通の連絡事項 ★★★

①�教室に参加するには、しゃくなげ学級会費1,500円
が別途、必要です。
②�しゃくなげ学級会費1,500円は、教室の申込み時に
添えてください。
③�各教室の受講料は、開講日に集めます。
★申込み・問合せ　社会教育課　生涯学習係
� （市民会館内）　☎773−6610

「しゃくなげ学級」で
新教室を開設

茶道（裏千家）教室

まめだ会

　おしゃれな花壇として人気が高まっているハンギン
グバスケットを作ってみませんか？　吊るしたりかけ
たりして空間を利用でき、長期間楽しむことができます。
★日　時　　5月24日㈯　午前・午後2回開催！
　　　　　午前の部　10：00 ～ 12：00
　　　　　午後の部　13：30 ～ 15：30
★会　場　塩沢公民館
★講　師　須山　美佐子さん
　　　（ハンギングバスケットマスター）
★参加費　各3,000円（当日集金）
★定　員　各15人（定員になりしだい締切）
★申込み　南魚沼市中央公民館　☎773−6610

 市民セミナー
「ハンギングバスケット教室」

　春から秋にかけ緑地の整備（草
取り・花の苗植え）など、月に1回
2時間程度、お手伝いしていただけ
る方を募集しています（現在会員数
25人）。随時受付けていますので、
皆さまのご協力をお待ちしております。
★申込み・問合せ
　南魚沼市文化スポーツ振興公社　文化振興係
�� ☎783−4500　 783−4883

「今泉博物館緑の会」
ボランティア募集

★日　時　　6月8日㈰　8：30～
★会　場　五日町スキー場内「五日町シャンツェ」
★参加費　1,000円（申込みの時に添えてください）
★種　別　小学生男子の部　　中学生男子の部
　　　　　小・中学生女子の部
★締切り　　5月22日㈭
★申込み　社会教育課　スポーツ振興係（市民会館内）
� ☎773−6630

第４回南魚沼市長杯
ジュニアジャンプ大会

【5月7日㈬受付開始】
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保健課からのお知らせ…☎777−3850☎777−3850…保健課からのお知らせ

　
「
八
色
の
森
公
園
」
周
辺
へ
コ�

ー
ス
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
開
催

し
ま
す
。
ご
家
族
ご
友
人
を
お
誘

い
あ
わ
せ
の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

■
日
時　

6
月
1
日
㈰

�

午
前
9
時
30
分
ス
タ
ー
ト

■
会
場

　
「
八
色
の
森
公
園
」

�

周
辺
特
設
コ
ー
ス

■
参
加
資
格

　

小
学
生
以
上
の
健
康
な
方

■
部
門

　

2.5
キ
ロ
・
5
キ
ロ
・
7.5
キ
ロ

■
参
加
費

　

小
・
中
学
生　
　
　
5
0
0
円

　

高
校
生
以
上　

1
、0
0
0
円

■
締
切
り　

5
月
15
日
㈭

■
申
込
み

・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
（
市
民
会
館
）

・
大
和
公
民
館

・
塩
沢
公
民
館

■
問
合
せ　

社
会
教
育
課

�

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

�

☎
7
7
3

│
6
6
3
0

　

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
は
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
コ
ー
ト
で
行
う
、
ビ
ー

チ
ボ
ー
ル
（
や
わ
ら
か
い
も
の
）

を
使
っ
た
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
す
。

ボ
ー
ル
が
当
っ
て
も
痛
く
な
く
、

幅
広
い
年
代
層
で
で
き
る
ス
ポ
ー

ツ
で
す
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
や
っ

た
こ
と
が
な
い
方
も
Ｏ
Ｋ
！

■
期
間　

5
月
〜
来
年
3
月

�

月
2
回
開
催
（
全
22
回
）

�

5
月
20
日
㈫
ス
タ
ー
ト

■
会
場

　

塩
沢
中
学
校　

第
2
体
育
館

■
時
間　

隔
週
の
火
曜
日

�
午
後
8
時
〜
9
時
30
分

■
参
加
資
格　

中
学
生
以
上

■
参
加
料　

3
、0
0
0
円

�

（
傷
害
保
険
・
ボ
ー
ル
代
等
）

■
定
員　

20
人

■
締
切
り　

5
月
16
日
㈮

■
申
込
み
・
問
合
せ

　

社
会
教
育
課

　
　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

�

☎
7
7
3

│

6
6
3
0

■
日
程　

予
選
5
月
25
日
㈰

　
　
　
　

決
勝
6
月
1
日
㈰

　
　
　
　
〔
予
備
7
月
13
日
㈰
〕

■
会
場　

二
日
町
グ
ラ
ウ
ン
ド

�

ほ
か
6
会
場

■
参
加
資
格　

社
会
人

■
参
加
費
（
1
チ
ー
ム
）

　

野
球
連
盟
登
録
チ
ー
ム

�

3
、0
0
0
円

　

野
球
連
盟
未
登
録
チ
ー
ム

�

1
0
、0
0
0
円

■
申
込
み

　

デ
ィ
ス
ポ
ー
ト
南
魚
沼

■
抽
選　

5
月
13
日
㈫

　

午
後
7
時
30
分
〜　

市
民
会
館

�

（
参
加
費
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

■
締
切
り　

5
月
9
日
㈮

■
問
合
せ

　

南
魚
沼
市
野
球
連
盟
（
小
倉
）

☎
0
9
0

│

1
6
5
3

│

4
6
1
6

① 

朝
食
で
脳
の

　
　
　

エ
ネ
ル
ギ
ー
補
給

　

朝
食
を
抜
い
て
学
校
や
仕
事
に

行
く
と
『
イ
ラ
イ
ラ
す
る
』、『
集

中
力
が
な
く
な
る
』、『
勉
強
や

仕
事
が
は
か
ど
ら
な
い
』
と
い
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
こ
れ
は

脳
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
が
原
因
で

す
。
脳
は
、
寝
て
い
る
間
も
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
消
費
す
る
の
で
、
朝
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
の
状
態
で
す
。

そ
こ
で
朝
ご
は
ん
で
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
補
わ
な
い
と
脳
が
働
か
ず
気
持

ち
も
安
定
せ
ず
、
勉
強
に
も
仕
事

に
も
集
中
で
き
な
い
の
で
す
。

　

朝
食
を
抜
く
と
い
う
こ
と
は
体

は
も
ち
ろ
ん
、
脳
や
精
神
状
態
に

も
悪
い
影
響
を
与
え
て
し
ま
う
と

い
う
こ
と
な
ん
で
す
。

② 

朝
９
時
ま
で
に

　
　

朝
ご
は
ん
を
食
べ
よ
う

　

朝
食
べ
た
食
事
が
、
脳
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
で
あ
る
「
ブ
ド
ウ
糖
」

に
変
わ
る
ま
で
に
は
30
分
〜
１
時

間
ぐ
ら
い
か
か
り
ま
す
。
さ
ら
に

消
化
さ
れ
る
ま
で
に
は
３
時
間
く

ら
い
か
か
る
の
で
、
お
昼
を
12
時

に
食
べ
る
と
す
る
と
、
遅
く
て
も

朝
は
９
時
ま
で
に
食
べ
て
お
く
と

リ
ズ
ム
よ
く
１
日
３
回
の
食
事
が

摂
れ
る
わ
け
で
す
。　
　
　

③ 

朝
お
に
ぎ
り
の
す
す
め

　

朝
は
時
間
が
な
い
、
食
欲
が
わ

か
な
い
な
ど
、
ち
ゃ
ん
と
食
事
を

と
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
よ
ね
。

　

で
は
、
朝
食
は
ど
う
し
た
ら
よ

い
の
で
し
ょ
う
か
？　

脳
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
に
な
る
の
は
主
食
と
な

る
ご
飯
や
パ
ン
な
ど
で
す
。
特
に

ご
は
ん
を
中
心
と
し
た
食
事
は
バ

ラ
ン
ス
も
と
り
や
す
い
の
で
お
す

す
め
で
す
。「
ご
は
ん
」
は
粒
食

な
の
で
、
ゆ
っ
く
り
消
化
・
吸
収

さ
れ
る
た
め
昼
食
ま
で
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
持
続
性
が
い
い
の
で
す
。

　

時
間
が
な
い
、
食
欲
が
な
い
と

い
う
人
に
は
「
お
に
ぎ
り
」
は
い

「
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
教
室
」

参
加
者
募
集
中
！

「
公
民
館
長
杯
一
般
野
球
大
会
」

参
加
者
募
集
中
！

目
ざ
ま
し
ご
は
ん
の
す
す
め

「
第
4
回
さ
わ
や
か
ジ
ョ
ギ
ン
グ

大
会
」
参
加
者
募
集
中
！

心
の
健
康
相
談
会

　

眠
れ
な
い
、
気
分
が
沈
ん
で
い

る
、
閉
じ
こ
も
り
が
ち
だ
、
行
動

が
お
か
し
い
な
ど
の
悩
み
を
お
持

ち
の
方
、
そ
の
家
族
の
方
な
ど
、

精
神
科
医
が
ご
相
談
に
応
じ
ま

す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま

す
。（
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
）

■
日
時　

5
月
16
日
㈮

　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

■
会
場　

南
魚
沼
地
域
振
興
局

■
申
込
み
・
問
合
せ

　

南
魚
沼
地
域
振
興
局

�

地
域
保
健
課

�

☎
7
7
2

│

8
1
3
7

か
が
で
す
か
？　

朝
の
時
間
が
な

い
時
で
も
簡
単
に
食
べ
ら
れ
ま
す

し
、
食
欲
が
な
い
人
で
も
食
べ
や

す
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

１
日
を
穏
や
か
な
気
持
ち
で
、

充
実
し
て
過
ご
す
た
め
に
、
朝
ご

は
ん
は
し
っ
か
り
食
べ
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

■
問
合
せ

　

保
健
課　

成
人
保
健
係

�

☎
7
7
7

│

3
8
5
0

●
各
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
掲
示
板
＆
伝
言
板

●
ま
な
び
の
ひ
ろ
ば

●
健
康
ひ
ろ
ば
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保健課からのお知らせ…☎777−3850☎777−3850…保健課からのお知らせ

合
は
、
後
日
受
診
券
が
届
い
て
か
ら
、
保

健
課
に
日
程
変
更
の
連
絡
を
し
て
、
お
受

け
く
だ
さ
い
。

（
注
意
）
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
等
と

は
、
事
業
所
・
会
所
に
勤
め
る
人
が
加

入
す
る
「
社
会
保
険
庁
が
運
営
す
る
政

府
管
掌
保
険
」
や
「
企
業
単
独
の
健
康

保
険
組
合
」、「
共
済
組
合
」、「
国
保
組

合
」
な
ど
の
健
康
保
険
に
加
入
す
る
方

の
扶
養
家
族
と
、
国
保
組
合
お
よ
び
任

意
継
続
加
入
中
の
本
人
の
こ
と
で
す
。

◎�
受
診
券
が
届
か
な
い
場
合
で
も
、
胸
部

レ
ン
ト
ゲ
ン
と
が
ん
検
診
は
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
実
施
通
知
書
の
日
程

で
お
受
け
く
だ
さ
い
。
特
定
健
診
は
後

日
、
受
診
券
が
届
い
て
か
ら
と
な
り
ま

す
が
ご
了
承
願
い
ま
す
。

　

4
月
か
ら
住
民
健
診
が
始
ま
り
ま
し

た
。
申
込
み
を
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
健

診
日
の
3
〜
4
週
間
前
頃
ま
で
に
実
施
通

知
書
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

年
間
の
日
程
お
よ
び
健
診
の
詳
し
い
内

容
は
、
市
報
4
月
1
日
号
の
特
集
「
住
民

健
診
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
毎
月
15
日
号
に
翌
月
の
日
程
を
掲

載
し
ま
す
。

　

実
施
通
知
書
の
日
程
で
都
合
が
つ
か
な

い
場
合
は
、
変
更
も
で
き
ま
す
。
変
更
さ

れ
る
場
合
は
市
報
で
日
程
を
確
認
し
、
早

め
に
保
健
課
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

〜
年
齢
別
に
分
か
れ
ま
す
〜

①　

若
年
健
診
（
19
歳
〜
39
歳
）

②　

特
定
健
診
（
40
歳
〜
74
歳
）

③　

高
齢
健
診
（
75
歳
以
上
）

　

制
度
変
更
に
よ
り
従
来
の「
基
本
健
診
」

に
代
わ
る
新
し
い
健
診
は
、
年
齢
別
に
3

種
類
に
分
か
れ
ま
し
た
。

※�

年
齢
は
、
21
年
3
月
31
日
時
点
の
年
齢

で
す
。

　

20
年
度
か
ら
合
同
健
診
と
は
別
の
単
独

健
診
で
行
い
ま
す
。
若
年
健
診
の
日
程
で

都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は
、
合
同
健
診
日

に
変
更
も
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
大
巻
地
区
、
五
十
沢
地
区
は
健

診
会
場
が
城
内
病
院
に
変
更
に
な
り
ま
し

た
。

〜
受
診
券
と
保
険
証
が
必
要
で
す
〜

　

改
正
に
よ
り
特
定
健
診
は
、
各
医
療
保

険
者
の
実
施
責
任
と
な
り
ま
し
た
。
市
の

健
診
は
、
市
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

○�

被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
等
の
方
も
、

各
保
険
者
か
ら
の
委
託
に
よ
り
市
の
健

診
会
場
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
場
合
も
、
各
保
険
者
が
お
届

け
す
る
受
診
券
と
保
険
証
が
な
い
と
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

〜
市
の
実
施
通
知
に
よ
る
受
診
〜

　

受
診
日
ま
で
に
受
診
券
が
届
か
な
い
場

〜
保
険
証
が
必
要
で
す
〜

　

高
齢
健
診
は
、「
後
期
高
齢
者
医
療
被

保
険
者
証
」
が
な
い
と
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
だ
、
75
歳
の

誕
生
日
前
で
保
険
証
が
届

か
な
い
場
合
は
、
現
在
加

入
し
て
い
る
保
険
証
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

　

従
来
通
り
で
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
対

象
年
齢
で
あ
れ
ば
、
加
入
し
て
い
る
健
康

保
険
の
区
別
な
く
ど
な
た
も
受
診
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
国
保
ド
ッ
ク

や
職
場
等
の
ド
ッ

ク
・
医
療
機
関
で

の
健
診
を
受
け

る
場
合
は
、
重
複

受
診
は
で
き
ま
せ

ん
。

○ 

法
改
正
に
よ
り
、
健
診
の
制
度
が
複
雑

と
な
り
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し

ま
す
が
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

保
健
課　

成
人
保
健
係

�

☎
7
7
7

│

3
8
5
0

平
成
20
年
度

住
民
健
診
の

�
お
願
い

基
本
健
診
が
新
し
い
健
診

に
変
わ
り
ま
し
た

若
年
健
診
（
19
歳
〜
39
歳
）

1
特
定
健
診
（
40
歳
〜
74
歳
）

2

高
齢
健
診
（
75
歳
以
上
）

3胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
・

　
　
　
　

各
種
が
ん
検
診

��

受　

診　

券

① 

市
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
は
、

実
施
通
知
に
同
封
し
ま
す
。

　

※�

受
診
券
の
判
定
日
は
、
4
月
1

日
で
す
。
4
月
2
日
以
降
に
市

の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ

た
方
は
、
保
健
課
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

② 

政
府
管
掌
保
険
（
保
険
証
に
○
○

社
会
保
険
事
務
所
と
記
入
さ
れ
て

い
る
保
険
証
）
の
受
診
券
の
発
行

は
7
月
以
降
の
見
通
し
で
す
。

※�

国
保
組
合
（
医
師
・
薬
剤
師
・
建
築
）

の
加
入
者
本
人
も
市
の
健
診
会
場
で

受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

●
各
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
掲
示
板
＆
伝
言
板

●
ま
な
び
の
ひ
ろ
ば

●
健
康
ひ
ろ
ば
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5
月
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
号
が

皆
さ
ま
の
お
手
元

に
届
く
の
は
平
地

の
桜
が
終
わ
っ
た
頃
で
し
ょ
う

か
。

　

今
月
の
表
紙
は
、
大
崎
の
鯉
の

ぼ
り
の
制
作
現
場
に
お
じ
ゃ
ま
し

て
撮
影
し
た
も
の
で
す
。
鯉
の
ぼ

り
は
、
完
成
後
「
大
崎
ダ
ム
公

園
」
の
上
空
を
5
月
い
っ
ぱ
い
泳

い
で
い
る
と
の
こ
と
、
公
園
内
の

桜
は
平
地
よ
り
遅
め
に
満
開
を
向

か
え
る
そ
う
で
す
。
五
月
晴
れ
の

日
に
、
お
弁
当
を
持
っ
て
花
見
と

鯉
の
ぼ
り
見
物
と
い
う
の
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

編
集

後
記

ご意見・ご要望をお寄せください。　 kouhou@city.minamiuonuma.lg.jp
市報に掲載する人名は差し支えのない限り、常用漢字表の適用字体を用いています。この広報紙は資源保護のため、再生紙を使用しています。

＋
5月の救急医療当番

3 ㈯
祝日

内科 昼 休 日 救 急 診 療 所 773−6688
夜 県 立 六 日 町 病 院 772−7111

外科 昼 休 日 救 急 診 療 所 773−6688
夜 県 立 六 日 町 病 院 772−7111

4 ㈰
祝日

内科 昼 休 日 救 急 診 療 所 773−6688
夜 県 立 六 日 町 病 院 772−7111

外科 昼 休 日 救 急 診 療 所 773−6688
夜 県 立 六 日 町 病 院 772−7111

5 ㈪
祝日

内科 昼 休 日 救 急 診 療 所 773−6688
夜 ゆきぐに大和病院 777−2111

外科 昼 休 日 救 急 診 療 所 773−6688
夜 ゆきぐに大和病院 777−2111

6 ㈫
振替

内科 昼 休 日 救 急 診 療 所 773−6688
夜 県 立 六 日 町 病 院 772−7111

外科 昼 休 日 救 急 診 療 所 773−6688
夜 県 立 六 日 町 病 院 772−7111

10 ㈯ 内科 昼 河 内 医 院 772−2355
夜 ゆきぐに大和病院 777−2111

外科 昼･夜 ゆきぐに大和病院 777−2111

11 ㈰
内科 昼 休 日 救 急 診 療 所 773−6688

夜 ゆきぐに大和病院 777−2111

外科 昼 休 日 救 急 診 療 所 773−6688
夜 ゆきぐに大和病院 777−2111

17 ㈯ 内科 昼 萌気園二日町診療所 778−0088
夜 県 立 六 日 町 病 院 772−7111

外科 昼･夜 県 立 六 日 町 病 院 772−7111

18 ㈰
内科 昼 休 日 救 急 診 療 所 773−6688

夜 県 立 六 日 町 病 院 772−7111

外科 昼 休 日 救 急 診 療 所 773−6688
夜 県 立 六 日 町 病 院 772−7111

24 ㈯ 内科 昼 風 間 内 科 医 院 782−6688
夜 ゆきぐに大和病院 777−2111

外科 昼･夜 ゆきぐに大和病院 777−2111

25 ㈰
内科 昼 休 日 救 急 診 療 所 773−6688

夜 ゆきぐに大和病院 777−2111

外科 昼 休 日 救 急 診 療 所 773−6688
夜 ゆきぐに大和病院 777−2111

31 ㈯ 内科 昼 米 倉 医 院 778−1121
夜 ゆきぐに大和病院 777−2111

外科 昼･夜 ゆきぐに大和病院 777−2111
◎診療時間
　昼…土曜12：00〜18：00 ／日曜・祝日9：00〜16：00
　夜…土曜・日曜・祝日18：00〜翌朝6：00
◎休日救急診療所の所在地
　市役所本庁舎となり　南魚沼市保健センター内
　☎773−6688（日曜・祝日のみ）
◎脳神経外科の休日救急医療
　 土曜の正午〜翌朝6：00と日曜・祝日の朝6：00〜翌朝6：00

まで、齋藤記念病院　☎773−5111で診療しています。
★ 市消防本部のテレホンガイド　☎782−1991でも、
　その週の当番を確認することができます。

ほのぼ
の広場

「親子でのお遊び」「子育ての仲間同士の情報交換」
「育児相談」などにご利用ください。

※どの会場にも参加できます。※申込みは不要です。
※保険料として1人10円が必要です。
■問合せ　子育て支援センター　☎777−3113

時間　9：�0〜1�：00

★大和会場：大和庁舎 �Ｆ
月 火 水 木 金 毎週 月・火・木曜日

●5月13日㈫ 9：30 〜 11：30
　「広い所で遊ぼう」藪神コミュニティセンターまほろば
●5月19日（月）10：30 〜 11：15
　「ほのぼの広場」支援講座　内容：子どもの歯について

★六日町会場：南魚沼市保健センター
� （水曜日午前の会場は「サンライズ南魚沼」です）

月 火 水 木 金 毎週 月〜金曜日
●5月14日㈬ 9：30 〜 11：30
　「広い所で遊ぼう」サンライズ南魚沼
●5月15日㈭・16日㈮
　午前：サンライズ　午後：休み（健診のため）
●5月22日㈭ 10：30 〜 11：15
　「ほのぼの広場」支援講座　内容：子どもの歯について

★塩沢会場：塩沢庁舎 北棟�Ｆ
月 火 水 木 金 毎週 火・水・金曜日

●5月21日㈬ 9：30 〜 11：30
　「広い所で遊ぼう」塩沢勤労者体育センター
●5月23日㈮ 10：30 〜 11：15
　「ほのぼの広場」支援講座　内容：子どもの歯について
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広
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係

5月 2日㈮　13：00～16：00　塩沢老人福祉センター
5月12日㈪　13：30～16：00　  働く婦人の家〔浦佐〕
5月21日㈬　14：00～16：00　本庁舎

5月行政
困りごと
相談日

5月のカレンダー
3日㈯

㈷
平成20年度成人式（13：00～�市民会館）
棟方志功アートステーション（無料入館日）
� 志功・詩歌の世界（7/6まで展示中）

16日㈮ えほんであそぼ（10：00～11：30�大和公民館）

17日㈯ 北東アジアフォーラム（13：30～16：00�さわらび）

23日㈮ 高齢者学級合同開講式 （13：30�市民会館�大ホール）

24日㈯
ハンギングバスケット教室 
 （10：00～/13：30～�塩沢公民館）
読書のつどい（14：00～15：30�南魚沼市図書館）

26日㈪
第5回農業委員会総会 
 （9：00～�大和庁舎3階旧議場）
しゃくなげ学級「まめだ会」開講日 
 （13：00～�市民会館�実習室）

28日㈬ しゃくなげ学級「茶道教室」開講日 
 （13：00～�市民会館�和室）

〜拉致問題を考えるパネル展〜
■期　間　5月15日㈭～23日㈮
� 9：00～16：30（最終日は12：00終了）
■会　場　コミュニティホール「さわらび」
� （大和公民館となり）
■問合せ　企画政策課　企画班　☎773−6672

�0市報みなみ魚沼
平成20年5月1日発行


